


若者自立総合支援事業 事業シート（概要説明書） 

 事業成果に関する参考資料 

 

初回面談時から変化のあった人の割合（進路決定等を除く）７７．４％ 

初回面談時と直近面談時を比較し、支援段階（下記表）が上昇した人の割合 

 

若年無業者の支援段階 

参考：厚生労働省キャリア形成支援室作成資料 

段階 内容 

１ 進路についてのイメージがなく、興味・関心もない段階。 

２ 
進路について漠然としたイメージを持ち始めた、あるいは興味や関

心が出てきた段階。まだ明確な方向性を持つには至っていない。 

３ 
進路についての方向性が見えてきて、情報収集をできる段階。 

しかし、進路決定のための行動には移せていない。 

４ 
進路への方向性が見えてきた（３の段階）上で、就職や進路決定に

向けて具体的に動き始めることができる段階。 

５ 進路決定（就職、職業訓練、進学など）した段階。 




